
http://www.ishida21.gr.jp

生活に直結、政治を実現 vol.6 ［発行］
公明党衆議院比例区四国第 1総支部
〒780-8010
高知市桟橋通 1丁目7-2 中村ビル2F
TEL 088-805-0607　FAX 088-805-0608石田のりとし

衆議院議員 石田祝稔 活動情報
石田祝稔ホームページ

vol.5

ご
挨
拶

<1> 平成24年7 月 石田のりとしTIMES

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断
防
ぐ

防災・減災ニューディール推進へ

vol.6

　

公
明
党
の
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
推

進
基
本
法
検
討
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
Ｐ
Ｔ
、

石
田
祝
稔
座
長
＝
衆
院
議
員
）
は
７
月
４
日
、

東
京
都
内
で
、
災
害
に
強
い
都
市
づ
く
り
を
め

ざ
し
、
上
下
水
道
や
電
気
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ

ン
を
一
体
的
に
収
容
し
て
い
る
日
比
谷
共
同
溝

を
視
察
し
た
。
石
田
座
長
の
ほ
か
、
高
木
陽
介
、

大
口
善
徳
の
両
衆
院
議
員
、
山
本
香
苗
、
西
田

実
仁
、
竹
谷
と
し
子
の
各
参
院
議
員
が
同
行
し

た
。

　

共
同
溝
と
は
、
電
気
や
ガ
ス
、
上
下
水
道
、

通
信
網
な
ど
の
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
車
道
の
下
に

ま
と
め
て
収
容
す
る
も
の
。
道
路
の
掘
り
返
し

工
事
を
防
ぎ
、
交
通
渋
滞
を
減
ら
す
だ
け
で
な

く
、
近
年
で
は
災
害
時
で
も
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

機
能
を
損
な
わ
な
い
こ
と
か
ら
、
そ
の
重
要
性

が
再
評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

整
備
費
用
に
つ
い
て
は
、
お
お
む
ね
電
気

や
ガ
ス
な
ど
の
公
益
事
業
者
が
４
割
を
担
い
、

国
な
ど
の
道
路
管
理
者
が
６
割
を
負
担
。
官

民
共
同
で
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
を
進
め
て
い
る
。

　

昨
年
の
東
日
本
大
震
災
で
は
、
東
京
都
江

東
区
の
砂
町
共
同
溝
、
千
葉
県
浦
安
市
の
浦

安
共
同
溝
が
、
い
ず
れ
も
震
度

5
強
の
揺
れ
に
対
し
て
特
段
の

被
害
を
受
け
て
い
な
か
っ
た
こ

と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

　

公
明
党
は
、
老
朽
化
し
た
道

路
な
ど
の
社
会
資
本
整
備
に
集

中
的
に
投
資
し
て
、
景
気
回
復

を
促
す
「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー

デ
ィ
ー
ル
」
を
提
唱
し
て
お
り
、

そ
の
中
で
、
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
の

共
同
溝
化
を
訴
え
て
い
る
。

　

こ
の
日
の
視
察
で
一
行
は
、
地
下
数
十

メ
ー
ト
ル
の
位
置
に
収
容
さ
れ
て
い
る
ラ
イ

フ
ラ
イ
ン
を
目
視
し
て
確
認
。
国
土
交
通
省

の
担
当
者
は
、「
東
日
本
大
震
災
で
も
ラ
イ
フ

ラ
イ
ン
に
被
害
は
な
か
っ
た
」
な
ど
と
説
明

し
た
。

　

視
察
を
終
え
て
、
石
田
座
長
は
「
防
災
の

観
点
か
ら
も
大
変
重
要
だ
。
国
と
し
て
、
共

同
溝
の
整
備
を
し
っ
か
り
と
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ

し
て
い
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
い
く
」
と
強

調
し
た
。

防災・減災ニューディール推進へ
災害に強い都市に

民
間
資
金
活
用
の「
共
同
溝
」を
視
察

ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
寸
断
防
ぐ

都
内
で
党
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
推
進
Ｐ
Ｔ

共
同
溝
に
収
容
さ
れ
た
下
水
道
な
ど
を
視
察
す
る
党
Ｐ
Ｔ

の
石
田
座
長
（
右
端
）
ら
＝
７
月
４
日　

都
内

民
間
資
金
活
用
の「
共
同
溝
」を
視
察

大震災でも被害なし
防災・減災政策で推進

　

日
頃
よ
り
公
明
党
に
温
か
い
ご
理
解
、
ご

支
援
を
賜
り
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

梅
雨
が
明
け
、
本
格
的
な
暑
さ
の
季
節
と

な
り
ま
し
た
。
皆
様
お
元
気
で
お
過
ご
し

の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。
私
も
元
気
で
頑
張
っ

て
お
り
ま
す
。

　

国
会
は
９
月
８
日
ま
で
延
長
さ
れ
、
現
在

開
会
中
で
す
。
現
在
の
国
政
の
主
な
課
題
は
、

「
命
を
守
る
」
防
災
・
減
災
対
策
、
脱
デ

フ
レ
の
景
気
・
経
済
対
策
、
そ
し
て
年
金
・

医
療
・
介
護
・
子
育
て
等
の
社
会
保
障
を
守

る
対
策
で
す
。

　

公
明
党
は
東
日
本
大
震
災
か
ら
の
復
旧
・

復
興
に
取
り
組
む
と
と
も
に
、
東
海
・
東
南

海
・
南
海
の
三
連
動
地
震
対
策
に
も
全
力
で

取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
私
は
党
の
責
任
者
と

し
て
「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ー
ル
推
進
」

政
策
を
策
定
し
ま
し
た
。
命
を
守
る
防
災
・

減
災
事
業
を
と
お
し
て
景
気
・
経
済
・
雇
用

に
も
効
果
が
波
及
す
る
も
の
と
思
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
に
つ
い
て
は
財
源
を
確
保
し
、

持
続
可
能
な
も
の
に
し
て
い
か
ね
ば
な
り

ま
せ
ん
。

　

そ
の
他
、
課
題
山
積
の
国
政
で
す
が
、
ご

期
待
に
お
応
え
す
べ
く
全
力
で
働
い
て
ま

い
り
ま
す
。

衆
議
院
議
員　

石
田 

祝の
り
と
し稔
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石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
6
月
2
日
、
高
知

県
四
万
十
町
の
興お
き

津つ

地
区
で
、
住
民
の
津
波

避
難
場
所
や
避
難
路
の
整
備
な
ど
今
後
の
対

策
強
化
に
つ
い
て
状
況
を
聞
い
た
。
吉
村
ア

ツ
子
・
四
万
十
町
議
が
同
行
し
た
。

　

同
地
区
で
は
、
海
抜
15
メ
ー
ト
ル
の
津
波

避
難
タ
ワ
ー
が
合
計
３
基
設
置
さ
れ
て
い
る
。

し
か
し
、
内
閣
府
の
有
識
者
検
討
会
が
3
月

末
に
発
表
し
た
新
想
定
で
は
最
大
約
25
メ
ー

ト
ル
の
津
波
高
が
示
さ
れ
た
た
め
、
新
た
な

対
策
強
化
を
迫
ら
れ
て
い
る
の
が
現
状
だ
。

　

住
民
の
避
難
場
所
も
こ
れ
ま
で
設
定
さ
れ

　

石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
6
月
3
日
、
宇
和

島
市
津
島
町
の
芳ほ

原ば
ら

川
に
架
か
る
巽た

つ
み橋

（
長

さ
86
・
5
メ
ー
ト
ル
）
を
視
察
し
、
地
域
住

民
か
ら
要
望
を
受
け
た
。
こ
れ
に
は
、
松
本

孔と
お
る・

宇
和
島
市
議
が
同
行
し
た
。

　

１
９
５
６
年
3
月
に
完
成
し
た
同
橋
は
築

56
年
が
経
過
し
て
お
り
、
路
面
の
劣
化
が
激

し
く
バ
イ
ク
が
転
倒
す
る
事
故
が
た
び
た
び

発
生
。
小
・
中
学
校
の
通
学
路
に
な
っ
て
い

る
が
、
歩
道
が
な
い
た
め
車
と
の
接
触
事
故

が
心
配
さ
れ
て
い
る
。

　

石
田
議
員
は
、
橋
桁
の
コ
ン
ク
リ
ー
ト
部

分
の
ひ
び
割
れ
や
鉄
骨
が
む
き
出
し
に
な
っ

て
腐
食
が
進
ん
で
い
る
箇
所
な
ど
を
橋
の
下

か
ら
調
査
し
た
後
、
路
面
の
劣
化
状
況
を
視

察
し
た
。

　

公
明
党
徳
島
県
本
部
（
長
尾
哲
見
代
表
＝

県
議
）
は
6
月
15
～
17
日
、
県
内
5
カ
所
で

時
局
講
演
会
を
開
催
し
、
石
田
祝
稔
四
国
議

長（
衆
院
議
員
）が
全
会
場
で
講
演
を
行
っ
た
。

　

阿
南
市
で
行
わ
れ
た
講
演
会
で
は
、
長

尾
代
表
が
県
内
18
会
場
で
開
催
し
、
合
計
約

３
０
０
０
人
が
参
加
し
た
防
災
セ
ミ
ナ
ー
な

ど
県
本
部
の
活
動
を
報
告
し
た
。

　

石
田
議
長
は
、
東
日
本
大
震
災
に
お
け
る

民
主
党
政
権
の
対
応
の
鈍
さ
を
糾
弾
す
る

一
方
、
こ
れ
か
ら
老
朽
化
し
て
い
く
橋
や
道

路
な
ど
の
社
会
資
本
を
前
倒
し
で
整
備
す
る

「
防
災
・
減
災
ニ
ュ
ー
デ
ィ
ー
ル
」
政
策
を

公
明
党
が
提
唱
し
て
い
る
こ
と
に
言
及
。「
今

後
発
生
が
予
想
さ
れ
る
南
海
ト
ラ
フ
の
地
震

に
備
え
る
た
め
に
も
、
公
明
党
が
先
頭
を

切
っ
て
四
国
の
住
民
の
安
全
・
安
心
を
守
っ

て
い
き
た
い
」
と
力
説
し
た
。

　

石
田
祝
稔
衆
院
議
員
は
5
月
26
日
、
南
海

地
震
の
発
生
で
決
壊
が
懸
念
さ
れ
る
た
め
池

の
対
策
を
探
る
た
め
、
香
川
県
多
度
津
町
が

所
有
す
る
千
代
池
を
視
察
し
た
。隅
岡
美
子
・

多
度
津
町
議
が
同
行
し
た
。

　

同
池
は
、
町
内
に
あ
る
池
で
も
最
も
堤
防

部
分
が
長
く
（
１
０
０
８
メ
ー
ト
ル
）、
貯

水
量
も
最
大
（
約
12
万
ト
ン
）。
１
９
９
５

年
に
堤
防
が
コ
ン
ク
リ
ー
ト
化
さ
れ
た
が
、

約
10
年
前
に
損
傷
が
見
つ
か
っ
た
た
め
直
ち

に
修
繕
工
事
が
施
さ
れ
て
い
る
。

　

隅
岡
町
議
は
池
の
周
辺
の
住
民
と
対
話
を

重
ね
る
中
で
、「
た
め
池
が
決
壊
す
れ
ば
被

害
は
免
れ
な
い
」
と
不
安
を
抱
え
て
い
る
実

情
な
ど
を
石
田
議
員
に
説
明
し
た
。
石
田
議

員
は
、「
東
日
本
大
震
災
で
も
福
島
県
の
た

め
池
が
決
壊
し
、
犠
牲
者
が
出
て
い
る
」
と

し
て
、
安
全
性
を
確
保
す
る
点
検
と
対
策
強

化
の
必
要
性
を
力
説
し
て
い
た
。

石田衆院議員が　　
　　四国各地を視察
　公明党の石田祝稔四国議長（衆院議員）は、南海地
震の発生に備えた対策強化と「防災・減災ニューディー
ル」の推進に向けて、各地で視察活動を精力的に展開。
住民から現地の状況や生の声を聞くとともに、要望を
受けた。

　
　
　

高
知
・
四
万
十
町
興
津
で
実
情
聞
く　

て
い
た
興
津
中
学
校
を
改

め
、
後
背
地
の
高
台
約
30

メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
新
た

に
広
場
を
整
備
す
る
方
針

で
、
避
難
路
と
な
る
農
道

も
拡
幅
整
備
す
る
計
画
。

地
区
防
災
倉
庫
に
な
る
町

立
保
育
所
も
高
台
に
移
転

さ
せ
て
い
る
。

　

同
地
区
自
主
防
災
組
織
の
佐
藤
恵
司
副
会

長
は
、「
9
月
に
行
う
避
難
訓
練
も
住
民
主

導
で
行
う
よ
う
に
し
て
い
る
」
と
強
調
。
実

　

地
元
住
民
の
柿
山
茂
さ
ん
は
、
宇
和
島
道

路
の
建
設
工
事
で
1
日
60
台
の
工
事
車
両
が

同
橋
を
通
行
す
る
計
画
が
あ
る
こ
と
を
指
摘

し
、「
大
型
車
が
通
る
と
揺
れ
や
振
動
で
壊

れ
な
い
か
不
安
。
地
震
に
備
え
る
た
め
に
も

1
日
も
早
く
改
修
を
」
と
要
望
し
た
。

　

石
田
議
員
は
、「
地
域
住
民
が
安
心
し
て

通
行
で
き
る
よ
う
に
、
老
朽
化
し
た
社
会
資

本
の
整
備
に
全
力
で
取
り
組
み
た
い
」
と

語
っ
て
い
た
。

状
を
聞
い
た
石
田
議
員
は
「
南
海
地
震
の
津

波
に
備
え
、
地
域
の
防
災
力
を
向
上
さ
せ
る

取
り
組
み
が
不
可
欠
」と
し
て
、必
要
な
ハ
ー

ド
整
備
な
ど
を
推
進
す
る
考
え
を
示
し
た
。

四
国
の
安
心
を
守
る　
　
　
　
　
　

た
め
池
の
決
壊
防
止
へ　
　
　
　

土佐清水市で30メートル超の津波が予想される
千尋岬周辺を視察する石田衆院議員（左から 2
人目）ら＝4月16日　土佐清水市

津波避難場所が設置される高速道路の建設現場
を視察する石田衆院議員（右から 2人目）と土
井徳島市議（右）＝2月18日　徳島市

藤村官房長官（中央右）に女性の声を反映した
防災対策の署名簿と要請書を手渡す（右から）
石田祝稔四国議長、池脇高知県本部代表、山本
四国副議長＝5月29日　首相官邸

「南海地震にどう備える」をテーマに語り合う（右
から）山口代表、片田教授、石田衆院議員

多度津町にある千代池を視察する石田衆院議員（左）ら＝5月26日　多度津町

時局講演会で政策を訴える石田四国議長＝6月15日　阿南市

老
朽
化
し
た
橋
を
調
査

興津地区の津波避難タワーを視察し状況を聞く
石田衆院議員（左）ら＝6月 2日　四万十町

老朽化する巽橋を視察し住民から要望
を受ける石田衆院議員（右）ら＝ 6月
3日　宇和島市

防災・減災ニューディール推進へ防災・減災ニューディール推進へ
津
波
避
難
所
の
確
保
を　
　

宇
和
島
市
で
住
民
か
ら
要
望
う
け
る

党徳島県本部が時局講演会

　

石
田
四
国
議
長
が
５
会
場
で
政
策
訴
え

香
川
・
多
度
津
町
で
対
策
強
化
探
る

今年4月～ 7月に 759名の方にアンケートを実施しました。（１人３つまで回答可能）

０
50
100
150
200
250
300
350
400
450

景
気
・
経
済

年
金

介
護

子
育
て

防
災

教
育

環
境

農
漁
業

防
犯

商
工
業

観
光

そ
の
他

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

文
化
芸
術

無
回
答

83％

66％

37％
32％ 27％

15％
11％ ５％ ５％ ４％ ４％ ２％ １％ ０％

65％

アンケートにご協力頂いた皆様に心より御礼申し上げます。皆さまの声を政治に反映させて参ります。

20代
（18％）

30代
（27％）

40代
（15％）

50代
（15％）

60代
（12％）

不明
（７％）

10代（１％）70代以上
（５％）

年齢層

「今、政治に望むことは何ですか？」
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公
明
党
の
石
田
祝
稔
衆
院

議
員
は
6
月
1
日
、
高
知
県

香
南
市
で
開
か
れ
た
土
佐
香

美
農
業
協
同
組
合
主
催
の
農

政
懇
談
会
に
出
席
し
、
Ｔ
Ｐ

Ｐ
（
環
太
平
洋
連
携
協
定
）

や
農
業
政
策
に
つ
い
て
、
参

加
者
と
意
見
交
換
し
た
。
黒

岩
正
好
県
議
が
同
席
し
た
。

　

石
田
議
員
は
、
日
本
の
Ｔ

Ｐ
Ｐ
参
加
に
よ
っ
て
国
境
措

置
が
撤
廃
さ
れ
た
場
合
の

影
響
に
つ
い
て
、
19
品
目
を

対
象
と
し
た
農
林
水
産
省
の

試
算
で
は
、
生
産
額
が
約

4
兆
１
０
０
０
億
円
の
減
少
、

熱
量
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給
率

も
現
在
の
約
40
％
か
ら

約
14
％
に
減
少
す
る
と

指
摘
。
品
目
に
よ
っ
て

は
、
国
産
農
産
物
の
ほ

ぼ
100
％
が
外
国
産
に
置

き
換
わ
っ
て
し
ま
う
懸

念
を
踏
ま
え
、「
農
産

物
に
つ
い
て
Ｔ
Ｐ
Ｐ
の

メ
リ
ッ
ト
は
な
い
」
と

強
調
し
た
。

　

ま
た
石
田
議
員
は
、

野
菜
価
格
安
定
対
策

事
業
の
指
定
品
目
に
、
高
知

県
産
の
ヤ
ッ
コ
ネ
ギ
と
ミ
ョ

ウ
ガ
が
追
加
さ
れ
る
よ
う
に

な
っ
た
実
績
を
紹
介
す
る
と

と
も
に
、「
農
業
は
国
民
の
生

命
を
維
持
す
る
た
め
の
大
事

な
産
業
。
現
場
で
汗
を
流
す

生
産
者
の
率
直
な
生
の
声
を

政
治
の
場
に
届
け
、
農
業
振

興
策
を
全
力
で
進
め
て
い
き

た
い
」
と
訴
え
た
。

　

ま
た
会
合
で
は
、
ハ
ウ
ス

園
芸
で
使
用
す
る
重
油
や
資

材
の
高
騰
対
策
、
後
継
者
対

策
、
中
山
間
地
の
対
策
な
ど

に
つ
い
て
、
参
加
者
と
の
活

発
な
質
疑
応
答
も
行
わ
れ
た
。

石田 祝稔
プロフィール

生年月日
家族構成

昭和 26年 9月1日
妻と一男二女

いしだ のりとし

東京事務所　〒100－8982
                  東京都千代田区永田町 2－1－2
　　　　　　衆議院第 2議員会館 1024 号
TEL 03－3508－7472  FAX 03－3508－3352

昭和２６年　高知県高知市生まれ
　　　　　 高知市立旭小学校、西部中学校卒業
昭和４５年　高知県立高知追手前高等学校卒業
昭和５３年　創価大学大学院修士課程修了
昭和５４年　東京都職員となり福祉の現場で働く
平成  ２年　衆議院議員　初当選
平成５年、１５年、１７年、２１年
衆議院議員当選　現在５期
＜国会・政府役職＞　
経済産業委員長　大蔵政務次官
厚生労働副大臣
農林水産副大臣を歴任
＜所属委員会＞　　　
農林水産委員会理事　
災害対策特別委員会理事
東日本大震災復興特別委員会理事
＜公明党役職＞　　　
中央幹事　四国方面議長
政務調査会副会長　農林水産部会長
東日本大震災復興対策本部事務局長

「土佐茶カフェ」で障がい者の就労状況を聞
く石田衆院議員（右から 2人目）、山本参院
議員（同4人目）ら＝2月11日　高知市

民間介護施設の経営者と懇談する石田衆院議
員（右から4人目）ら＝3月24日　阿南市

高知市の公明党青春支部春野地区の党員らと
共に戸原海岸の砂浜の美化活動に参加する石
田衆院議員（右端）＝5月13日　高知市

農政懇談会で農業振興策について訴える石田衆
院議員＝6月 1日　香南市

農
産
物
に
メ
リ
ッ
ト
な
し

四国各地で
街頭演説

1.3

宇和島市

1.9

高松市

4.28

徳島市

7.7

高知市

2.26

高知市

南予総支部新春街頭演説会に参加する石田
祝稔四国方面議長（中央）ら

成人の日を記念して街頭演説をする石田四
国議長（左から3人目）ら

党徳島県本部の街頭演説会に参
加する石田衆院議員（中央）ら

クリーンエネルギー政策などを
力説する石田衆院議員（左から
2人目）と党高知県本部青年局
のメンバー

「女性の健康週間」記念の街頭
演説会で訴える石田四国議長
（中央）ら

石
田
衆
院
議
員　
　
　
　
　
　
　

　
　
　

Ｔ
Ｐ
Ｐ
な
ど
で
農
政
懇
談
会

農
産
物
に
メ
リ
ッ
ト
な
し

（掲載記事については、公明新聞より抜粋・要約しています。）


